
全 国 市 議 会 旬 報 第 2270 号（1）令和 6年 7月 15日号

令和6年
（２０２4年）
毎月３回５の日に発行

発行　全国市議会議長会

7月1５日

〒１０２-００９３
東京都千代田区平河町２-4-２
代表 TEL ０３ （３２６２） 5２３4
旬報 TEL ０３ （３２６２） 5２３7
発行人　宮 地　　 毅
https://www.si-gichokai.jp 議長会HP

2257・8全国
市議会旬報

第 号2270
ぜんこくしぎかいじゅんぽう

三
議
長
会

（
全
国
都
道
府

県
議
会
議
長

会
、
全
国
市
議

会
議
長
会
、
全

国
町
村
議
会
議

長
会
）
で
は
、

令
和
５
年
４
月

の
地
方
自
治
法

改
正
に
よ
り
、

主 権 者 教 育　事 例 集
地 方 議 会 が 進 め る発 行発 行

地
方
議
会
の
役
割
及
び
議
員

の
職
務
等
が
明
確
化
さ
れ
た

こ
と
を
踏
ま
え
、
地
方
議
会

に
対
す
る
関
心
と
理
解
を
深

め
、
多
様
な
人
材
の
参
画
を

促
す
一
助
と
す
る
た
め
主
権

者
教
育
を
国
民
運
動
と
し
て

進
め
て
い
る
。

今
回
発
行
し
た
「
地
方
議

会
が
進
め
る 

主
権
者
共
育

事
例
集
」
は
、
全
国

の
地
方
議
会
が
展
開

し
て
い
る
、
子
ど
も

た
ち
に
対
す
る
主
権

者
教
育
に
主
体
的
に

取
り
組
ん
で
き
た
具

体
的
な
事
例
を
ま
と

め
た
も
の
で
、
▽
出

前
授
業
▽
模
擬
議
会

▽
政
策
提
言
―
な
ど

多
様
な
事
例
（
都
道

府
県
10
事
例
、
市
8

事
例
、
町
村
5
事

例
）
を
紹
介
し
て
い

る
（
右
下
掲
）。

■ ■ ■ 都道府県議会の事例 ■ ■ ■

▶栃木県議会/ ～とちぎの未来を考え
る～栃木県議会 県政ミーティング▶
群馬県議会/ＧＡＣＨｉ高校生×県議会
議員～政治を知らなきゃソンをする！～
▶富山県議会/議員による高校生への

「出前講座」▶大阪府議会/大阪府
議会出前授業▶宮崎県議会/議員講
座「こんにちは！県議会です」▶沖縄
県議会/沖縄県議会高校等出前講座
▶静岡県議会/大学生との意見交換会▶岩手県議会/親
子県議会教室▶岡山県議会/岡山県高校生議会▶山口県
議会/やまぐち高校生県議会

■ ■ ■ 市議会の事例 ■ ■ ■

▶北海道登別市議会/議長による特別講話授業▶長野県
伊那市議会/市内高校生の本会議傍聴と全議員との意見
交換▶山梨県甲州市議会/市内全小中学校での出前キャリ
ア教育授業▶茨城県取手市議会/市立中学校との協働事
業「議会を知り・未来を語る」▶静岡県湖西市議会/高校生
との意見交換会（意見交換から請願提出へ）▶三重県四日
市市議会/出前型シティ・ミーティング「ワイ！ワイ！GIKAI」▶兵
庫県神戸市会/高等学校と連携した主権者教育の実践▶
熊本県熊本市議会/若い世代との意見交換会(ウェブアンケ
ートの活用)

■ ■ ■ 町村議会の事例 ■ ■ ■

▶岩手県山田町議会/ふるさと探究高校生議会▶宮城県
大和町議会/これからの大和町議会のあり方プロジェクト▶
埼玉県小川町議会/町内全小中学校へ議員による出前講
座▶東京都新島村議会/小学生議会体験・高校生新島研
究▶愛媛県鬼北町議会/中学生の模擬議会見学会を開催

社
会
的
な
孤
独
・
孤
立
問
題
　
特
別
委
員
会

我
が
国
で
は
、
社
会
環
境

の
劇
的
な
変
化
に
よ
り
地
域

社
会
に
お
け
る
人
と
人
と
の

関
係
性
が
希
薄
化
し
、
さ
ら

に
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ

り
内
在
し
て
い
た
孤
独
・
孤

立
の
問
題
が
顕
在
化
・
深
刻

化
し
、
大
き
な
社
会
問
題
と

な
っ
て
い
る
。

国
に
お
い
て
は
政
府
一
体

と
な
り
孤
独
・
孤
立
問
題
に

取
り
組
み
、
本
年
４
月
に
は

孤
独
・
孤
立
対
策
推
進
法
が

施
行
さ
れ
、
施
策
の
強
化
が

図
ら
れ
た
。
各
自
治
体
で
も
、

関
係
法
令
や
国
の
取
組
等
を

踏
ま
え
、
地
域
の
実
情
に
応

じ
た
取
組
を
進
め
て
い
る
が
、

様
々
な
課
題
を
抱
え
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
な
状
況
を
踏

ま
え
、藤
澤
委
員
長
は
「
社

会
的
な
孤
独
・
孤
立
問
題
の

調
査
研
究
を
行
い
、
課
題

論
点
を
整
理

藤澤孤独・孤立問題
特別委員会委員長

本
会
の
「
社
会
的
な
孤
独
・
孤
立
問
題
に
関
す
る
特
別

委
員
会
」
（
委
員
長
＝
藤
澤
進
一
江
戸
川
区
議
会
議
長
）

は
7
月
4
日
、
全
国
都
市
会
館
で
第
１
回
委
員
会
を
開
催
。

要
望
・
提
言
の
取
り
ま
と
め
に
向
け
て
社
会
的
な
孤
独
・
孤

立
問
題
の
論
点
を
整
理
し
た
。
翌
5
日
は
、
江
戸
川
区
の

取
組
に
つ
い
て
現
地
調
査
を
実
施
し
た
（
2
～
4
面
）。

要
望・提
言
に

要
望・提
言
に

向
け
て

向
け
て

三
議
長
会
（
全
国
都
道
府
県
議
会
議
長
会
、
全
国
市
議
会
議
長
会
及
び
全

国
町
村
議
会
議
長
会
）
は
こ
の
ほ
ど
全
国
の
地
方
議
会
が
展
開
し
て
い
る
主

権
者
教
育
の
好
事
例
を
取
り
ま
と
め
た
「
地
方
議
会
が
進
め
る
主
権
者
教
育

事
例
集
」
を
発
行
し
、
６
月
26
日
付
で
全
国
の
市
区
議
会
へ
送
付
し
た
。

https://www.si-gichokai.jp
https://www.si-gichokai.jp
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東京・江戸川東京・江戸川

現地調査　現地調査　社会的な孤独・孤立特別委員会社会的な孤独・孤立特別委員会
カフェのような外観が印象的な、江戸川区駄菓子屋居場所 

「よりみち屋」（写真：江戸川区ホームページより） 

う
親
御
さ
ん
の
切
実
な
声
や

行
政
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い

状
況
を
知
り
、
ひ
き
こ
も
り

江
戸
川
区
が

ひ
き
こ
も
り
施

策
に
力
を
入

れ
て
き
た
の

は
、
斉
藤
区
長

が
10
年
ほ
ど
前

に
同
区
の
福
祉

部
長
だ
っ
た
頃

の
ひ
き
こ
も
り

当
事
者
の
父
親

の
「
こ
の
子
の

ひ
き
こ
も
り
が

治
る
な
ら
50
万
で
も
100
万
で

も
安
い
で
す
」
と
の
言
葉
が

き
っ
か
け
と
な
っ
て
い
る
。

お
金
を
払
っ
て
も
子
ど
も

達
を
社
会
に
出
し
た
い
と
い

問
題
は
、
家
族
だ
け
で
は
な

く
社
会
全
体
の
課
題
で
あ
る

と
い
う
こ
と
を
認
識
し
た
こ

と
が
原
点
と
な
っ

て
い
る
。

平
成
31
年
4

月
に
斉
藤
区
長

が
就
任
し
、
そ
の

年
の
9
月
に
ひ
き

こ
も
り
調
査
を
実

施
。
区
民
に
は
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
、

児
童
・
民
生
委
員
、

ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
、

地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
な
ど
地
域

や
福
祉
、
健
康
に

「
社
会
的
な
孤
独・孤
立
問

題
に
関
す
る
特
別
委
員
会
」

は
翌
5
日
、
東
京
都
江
戸
川

区
を
訪
れ
、
同
区
の
ひ
き
こ

も
り
支
援
施
策
及
び
就
労
困

難
者
の
就
業
機
会
の
確
保
な

ど
―
同
問
題
に
関
す
る
取
組

に
つ
い
て
話
を
聴
い
た
。

冒
頭
、
藤
澤
進
一
委
員
長

（
江
戸
川
区
）
は
、「
孤
独
・

孤
立
に
苦
し
み
、
悩
み
を
抱

い
て
い
る
方
々
に
対
し
て
、

行
政
と
し
て
、
議
員
と
し

て
、
或
い
は
人
と
し
て
関
わ

り
方
を
学
び
、
そ
れ
を
実
践

し
て
ま
い
り
た
い
」
と
述
べ

た
。続

い
て
あ
い
さ
つ
に
立
っ

た
斉
藤
猛
江
戸
川
区
長
は
、

調
査
に
当
た
っ
て
同
区
に
来

訪
さ
れ
た
委
員
に
歓
迎
の
意

を
表
す
る
と
と
も
に
「
社
会

的
な
孤
独
・
孤
立
問
題
に
つ

い
て
は
、
全
国
的
な
課
題
で

あ
る
の
と
同
時
に
、
江
戸
川

区
で
も
喫
緊
の
課
題
」
と
述

べ
、「
同
区
で
進
め
て
い
る

ひ
き
こ
も
り
施
策
に
つ
い

て
、
皆
様
の
お
役
に
立
て
れ

ば
幸
い
で
あ
る
」
と
述
べ

た
。当

日
は
、
江
戸
川
区
福
祉

斉藤江戸川区長

部
生
活
援
護
管
理
課
長
の
髙

橋
徹
成
氏
が
「
取
組
事
例
の

紹
介
」、
同
区
福
祉
部
障
害

者
福
祉
課
長
の
上
坂
か
お
り

氏
が
「
江
戸
川
区
新
規
事
業

の
紹
介
」
と
題
し
て
―
そ
れ

ぞ
れ
説
明
し
た
。

あいさつする藤澤 
委員長（江戸川区）

携
わ
る
行
政
職
員
に
は
紙
に

よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し

た
結
果
、
681
名
の
ひ
き
こ
も

り
当
事
者
が
い
る
こ
と
が
判

明
し
た
。

し
か
し
、
内
閣
府
調
査
結

果
を
も
と
に
江
戸
川
区
の
人

口
で
算
出
す
る
と
、
約
1
万

人
の
ひ
き
こ
も
り
当
事
者
が

潜
在
し
、
声
を
出
せ
な
い
当

事
者
・
家
族
が
い
る
と
の
想

定
か
ら
、
区
内
の
ひ
き
こ
も

り
の
実
態
を
把
握
し
、
施
策

を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
、
令
和
２
年
度
の
ひ
き

こ
も
り
施
策
係
の
設
置
へ
と

繋
が
っ
て
い
っ
た
。

解
決
に
向
け
て
国
等
に
対
す

る
要
望
・
提
言
を
行
っ
て
い

く
」
と
述
べ
た
。

委
員
会
で
は
要
望
・
提
言

の
取
り
ま
と
め
に
向
け
、
社

会
的
な
孤
独
・
孤
立
問
題
の

現
状
と
課
題
を
整
理
の
上
、

論
点
を
ま
と
め
た
（
下
掲
）。

ま
た
、
委
員
市
を
対
象
と

し
た
「
社
会
的
な
孤
独
・
孤

立
問
題
に
関
す
る
調
査
」
の

実
施
に
つ
い
て
了
承
。
▽
各

市
区
の
現
状
▽
法
令
に
基
づ

く
施
策
の
実
施
状
況
▽
問
題

解
決
に
向
け
た
各
市
区
の
取

組
状
況
―
な
ど
を
取
り
ま
と

め
、
要
望
・
提
言
に
反
映
す

る
と
し
た
。
当
日
は
、
内
閣

府
孤
独
・
孤
立
対
策
推
進
室

の
堀
江
典
宏
企
画
官
が
「
孤

独
・
孤
立
問
題
の
現
状
と
対

策
等
に
つ
い
て
」
―
と
題

し
、
関
係
法
令
、
国
の
支
援

策
等
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

令和
元年度

ひきこもり調査を実施
（インターネット・関係機関等）

２年度
ひきこもり施策担当係を設置
・個別支援の開始
・江戸川区地域家族会エバーグリーンの設立

３年度 「江戸川区ひきこもり実態調査」を実施

４年度 令和３年度の実態調査結果を受けた支援施
策の拡充

５年度
「ひきこもりの状態にある人やその家族等のサ
ポート推進条例」制定
「生活に関する調査」を実施
・令和３年度の実態調査未回答世帯へ実施

ひ き こ も り 問 題ひ き こ も り 問 題

社会的な孤独・孤立問題に関する論点（概要）
孤独・孤立対策推進法で定められた事項に基づき、

国や地方自治体が取り組むうえでの課題を論点とし
てまとめている。
⑴　推進法に基づく取組の対応

◦ 基本理念（推進法第2条）に則り施策の策定・実施
◦ 国民の理解の増進、多様な主体の自主的活動に

資する啓発
◦ 相談支援（当事者等からの相談に応じ、必要な

助言等の支援）の推進
◦ 関係者 （国､ 地方自治体､ 当事者等への支援を

行う者等）の連携･協働の促進
◦ 当事者等への支援を行う人材の確保・養成・資

質向上に必要な施策
◦ 地方自治体及びＮＰＯ等への支援
◦ 孤独・孤立の状態にある者の実態等に関する調

査研究の推進
◦ 孤独・孤立対策地域協議会の設置

⑵　孤独・孤立対策の推進に必要な財源の確保
◦ 法制上の措置等

家族だけではなく社会全体の課題
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江
戸
川
区
で

は
令
和
２
年
４

月
、
福
祉
部
に

ひ
き
こ
も
り
の

支
援
・
施
策
専

任
の
「
ひ
き
こ

も
り
施
策
係
」

を
設
置
し
、
個

別
支
援
を
開
始

し
た
。

係
の
名
称

に
「
ひ
き
こ
も

り
」
と
の
言
葉
が
入
っ
て
い

る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
は
ど

こ
に
相
談
し
た
ら
よ
い
か
わ

か
ら
な
か
っ
た
方
や
家
族
に

ひ
き
こ
も
っ
て
い
る
人
が
い

る
こ
と
を
誰
に
も
相
談
で
な

か
っ
た
方
な
ど
が
来
訪
し
、

相
談
件
数
が
増
加
。
相
談
人

数
は
86
件
、
対
応
延
べ
件
数

は
６
９
７
件
に
の
ぼ
っ
た
。

家
族
が
こ
う
な
っ
て
し

ま
っ
た
の
は
自
分
の
せ
い
で

は
な
い
の
か
と
、
自
責
の
念

に
苛
ま
れ
る
相
談
者
も
多
数

見
受
け
ら
れ
た
と
い
う
。

令
和
2
年
度
の
支
援
を
通

じ
て
、
▽
家
族
も
当
事
者
と

同
様
に
苦
し
ん
で
い
る
▽
相

談
す
る
ま
で
に
時
間
が
か
か

る
▽
悩
み
は
十
人
十
色
、
繋

が
り
続
け
る
こ
と
が
大
切
―

と
の
認
識
を
共
有
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
ま
た
、
献
身
的

に
ひ
き
こ
も
り
問
題
に
取
り

江戸川区の概要

髙橋生活援護管理課長

東京２３区

多
摩
地
域

江戸川区

神奈川県

埼玉県 千
葉
県

新宿区
◎

組
ん
で
い
る
自
治
体
へ
の
視

察
を
通
じ
て
、
当
事
者
自
身

を
支
援
す
る
に
は
、
ま
ず
、

家
族
を
元
気
に
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
の
結
論
に

至
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま

え
、
相
談
に
来
訪
し
た
家
族

に
声
を
か
け
て
、
情
報
を
共

有
で
き
る
家
族
会
の
準
備
会

を
開
催
。
令
和
3
年
3
月
に

「
江
戸
川
区
地
域
家
族
会
エ

バ
ー
グ
リ
ー
ン
」
の
設
置
へ

の
運
び
と
な
っ
た
。

同
区
で
は
令
和
３
年
度
に

引
き
続
き
、
ひ
き
こ
も
り
実

態
調
査
を
実
施
し
、
10
万
３

１
９
６
件
（
57
・
17
％
）
の

回
答
を
得
た
。
調
査
の
結
果
、

ひ
き
こ
も
り
が
「
い
る
」
と

回
答
し
た
世
帯
は
７
６
０
４

世
帯
で
、
９
０
９
６
人
の
ひ

き
こ
も
り
当
事
者
が
い
る
こ

と
が
わ
か
っ
た
（
左
掲
）。

調
査
の
過
程
で
、
誤
解
や

批
判
的
な
意
見
も
あ
っ
た

が
、
ひ
き
こ
も
り
は
家
庭
だ

け
で
は
な
く
地
域
の
問
題

で
、
誰
で
も
そ
の
状
態
に
な

調査対象

15歳以上で▽給与収
入で課税されていない
方▽区の介護・障害等
の行政サービスを利用
していない方

調査対象者数 180,503世帯

調査体制 39名（正規職員3名、派
遣職員36名）

調査方法

調査世帯の世帯主宛に
調査用紙を郵送し、回答
を求めた。また回答がな
かった世帯に対して訪問
し、回答を促した。

る
可
能
性
が
あ
る
と
説
明

し
、
理
解
を
求
め
た
。

令
和
4
年
度
は
、
調
査
結

果
を
も
と
に
訪
問
等
を
行
う

な
ど
支
援
を
行
う
た
め
の
二

次
調
査
を
実
施
。
ひ
き
こ
も

り
「
あ
り
」
と
の
回
答
し
た

世
帯
で
「
支
援
は
何
も
必
要

な
い
」
と
回
答
し
た
世
帯
に

対
し
て
は
、「
繋
り
続
け
る

こ
と
が
大
事
」
と
の
考
え
の

下
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
等
の
送

付
な
ど
、
支
援
が
途
切
れ
な

い
こ
と
を
心
掛
け
た
。

ひきこもりが「いる」と回答	 7,604世帯
ひきこもり当事者の人数	 7,919人
不登校者数	 1,113人
ひきこもり支援者数	 64人

区が把握しているひきこもり当事者	 9,096人

同
区
で
は
、

ひ
き
こ
も
り
当

事
者
や
そ
の
家

族
へ
の
支
援
策

と
し
て
様
々
な

角
度
か
ら
ア
プ

ロ
ー
チ
を
試
み

て
い
る
。

そ
の
核
と
な

る
の
が
、
ひ
き

こ
も
り
状
態
の

方
が
安
心
し
て

過
ご
す
こ
と
の
で
き
る
居
場

所
と
し
て
、
令
和
5
年
2
月

に
オ
ー
プ
ン
し
た
「
江
戸
川

区
駄
菓
子
屋
居
場
所 
よ
り

み
ち
屋
」。

よ
り
み
ち
屋
は
、
ひ
き
こ

も
り
状
態
の
方
や
そ
の
家
族

が
ソ
フ
ァ
で
く
つ
ろ
い
だ

り
、
テ
レ
ビ
を
見
た
り
、
併

設
す
る
駄
菓
子
屋
で
買
っ
た

お
菓
子
を
食
べ
た
り
、
安
心

し
て
過
ご
す
こ
と
の
で
き
る

ス
ペ
ー
ス
と
し
て
、
ま
た
、

ひ
き
こ
も
り
状
態
の
方
が
懐

か
し
の
駄
菓
子
を
販
売
す
る

就
労
体
験
を
通
じ
て
社
会
へ

の
つ
な
が
り
と
自
立
を
促
す

こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

一
方
、
外
出
が
難
し
い
と

感
じ
て
い
る
当
事
者
や
家
族

が
気
軽
に
参
加
で
き
る
よ
う

に
メ
タ
バ
ー
ス
（
仮
想
空

間
）
の
居
場
所
を
活
用
し
た

「
ひ
き
こ
も
り
メ
タ
バ
ー
ス

居
場
所
」
支
援
事
業
も
展
開

し
て
い
る
。

同
支
援
の
特
徴
は
、
ひ
き

こ
も
り
に
悩
む
当
事
者
・
家

族
等
が
多
様
な
交
流
を
す
る

「ひきこもり施策係」 新設「ひきこもり施策係」 新設
令和２年4月

ひきこもり施策の展開へひきこもり施策の展開へ
駄菓子屋・仮想空間の活用

東京23区最東端に位置する、水とみどりが
豊かで四季折々の花にあふれるまち、江戸川。
23区で４番目の広さを有し、東に江戸川・旧江
戸川、西に荒川・中川の大河川が流れ、南は東
京湾を臨む、水辺に囲まれた都市。
昭和30年代からの日本経済の高度成長に
伴い、地下鉄東西線の開通などで区の人口も
急増。急速な都市化により、昭和４0年頃には、
河川の水質汚濁や大気汚染などの都市環境
の悪化が深刻な問題となった。
このような問題を解決するため、昭和４8年
に、日本で初めて「親水」という考え方に基づき
整備した「古川親水公園」を完成させるほか、
土地区画整理事業、海面埋立事業などによる
道路の整備、公園や街路樹などの緑の充実
を図り、安心で安全なまちづくりを進めている。
人口69万2,732人、面積４9.09㎢。

よりみち屋に併設する駄菓子屋販売コー
ナー（写真：江戸川区ホームページより）

※全世帯数：34万5千世帯
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に
次
ぐ
代
表
的
な
飲
料
で

売
上
に
期
待
で
き
る
こ
と

▽
手
に
取
り
や
す
い
こ
と

か
ら
、
多
く
の
支
援
が
得

ら
れ
や
す
い
―
と
の
考
え

の
下
、
「
生
産
者
（
就
労

者
）
と
区
民
（
購
入
者
） 

の
距
離
を
近
づ
け
、
多
様
性

へ
の
理
解
や
共
生
社
会
の
実

現
に
つ
な
げ
る
」
こ
と
を
期

待
し
て
い
る
。

ま
た
、「
ア
ー
ト
の
力
で
社

会
課
題
の
解
決
に
取
り
組
む
」

と
の
研
究
テ
ー
マ
を
掲
げ
る

東
京
藝
術
大
学
と
連
携
し
、藝

大
な
ら
で
は
の
自
由
な
発
想

に
よ
る
持
続
可
能
な
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
の
提
案
で
商
品
価

値
を
更
に
高
め
、障
害
の
あ
る

方
の
賃
金
ア
ッ
プ
や
就
労
困

難
者
の
就
業
機
会
の
確
保
へ

の
期
待
を
寄
せ
て
い
る
。

上
坂
か
お
り

同
区
障
害
福
祉

課
長
は
、
ク
ラ

フ
ト
ビ
ー
ル
の

醸
造
・
販
売
に

よ
る
障
害
者
・

ひ
き
こ
も
り
・

高
齢
者
な
ど
の

就
労
困
難
者

の
就
労
機
会
の

確
保
に
向
け
た

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「Edogaw
a Beer Proje

ct

」
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
入
所

し
て
い
る
障
害
者
の
収
支
比

較
は
江
戸
川
区
の
場
合
、
収

入
金
額
（
障
害
年
金
、
手
当
、

上坂障害者福祉課長
（江戸川区）

工
賃
）
10
万
７
３
２
１
円
に

対
し
、教
養・娯
楽
費
を
含
め

た
生
活
費
は
月
に
11
万
８
９

２
５
円
を
要
し
、
１
万
１
６

０
４
円
不
足
す
る
と
の
試
算

結
果
が
出
て
い
る
。

ま
た
、
令
和
3
年
度
に
実

施
し
た
「
ひ
き
こ
も
り
実
態

調
査
」
で
１
９
９
３
人
の
回

答
の
う
ち
、
約
6
割
に
当
た

る
１
２
６
１
人
が
収
入
・
生

活
資
金
を
、
５
８
８
人
が
仕

事
に
不
安
と
回
答
し
、
収
入

と
仕
事
に
不
安
を
抱
え
て
い

る
現
状
が
浮
か
び
上
が
っ
た
。

障
害
者
等
の
就
労
の
課
題

と
し
て
は
、
親
亡
き
後
を
見

据
え
て
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

で
自
立
し
て
暮
ら
し
て
い
く

に
は
さ
ら
な
る
賃
金
の
ア
ッ

プ
が
必
要
で
、
就
労
困
難
者

に
は
短
い
時
間
か
ら
就
労
可

能
な
自
由
な
形
で
の
就
労
体

験
が
で
き
る
場
所
が
必
要
で

で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

同
事
業
は
、
区
民
か
ら
の

多
額
の
寄
付
に
基
づ
き
、
寄

付
さ
れ
た
方
の
「
福
祉
と
子

供
の
た
め
に
役
立
て
て
い
た

だ
き
た
い
」
と
の
遺
言
の
意

思
に
基
づ
い
て
事
業
計
画
さ

れ
、
去
る
6
月
定
例
会
で
了

承
さ
れ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。

ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
を
核
と

し
た
事
業
を
展
開
す
る
理

由
と
し
て
、
▽
水
、
お
茶

Edogawa Beer ProjectEdogawa Beer Project
就労困難者の就業機会の確保へ 場

所
と
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン
上

の
参
加
と
リ
ア
ル
参
加
の
二

種
類
か
ら
参
加
方
法
を
選
択

す
る
こ
と
が
可
能
で
、
顔
や

名
前
を
出
す
こ
と
に
抵
抗
が

あ
る
参
加
者
は
▽
顔
出
し
な

し
▽
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
な
し
▽

発
言
な
し
で
の
参
加
も
可
能

と
な
っ
て
い
る
（
令
和
6
年

度
は
6
回
の
開
催
を
予
定
）。

こ
の
ほ
か
、
▽
身
近
に
相

談
で
き
る
人
が
い
な
い
▽
ど

う
対
応
し
て
い
い
か
わ
か
ら

な
い
▽
情
報
が
欲
し
い
け
れ

ど
ど
こ
に
問
い
合
わ
せ
れ
ば

Edogawa Beer Project スケジュール
令和6年度 令和7年度 令和8年度以降

東京藝大、庁内各部署（SDGs、文化共育、
産業経済、福祉）などで構成されたプロジ
ェクトチームで検討・準備

既製品のおまつり会場での販売や飲
食店への卸し販売などで販路拡大

醸造所とビアホー
ルなどの拠点整備

良
い
か
わ
か
ら
な
い
―
な
ど
、

同
区
在
住
の
ひ
き
こ
も
り
当

事
者
を
抱
え
る
家
族
を
対
象

と
し
て
、
悩
み
を
抱
え
て
い

る
家
族
同
士
が
集
ま
る
こ
と

で
孤
立
す
る
こ
と
な
く
、
一

緒
に
悩
み
、
支
え
合
う
仲
間

を
作
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

地
域
家
族
会
「
エ
バ
ー
グ

リ
ー
ン
」を
開
催（
令
和
6
年

度
は
10
回
の
開
催
を
予
定
）

し
て
る
。

ま
た
、ひ
き
こ
も
り
に
精
通

し
た
有
識
者
を
講
師
と
し
て

招
き
、
講
師
と
の
対
話
を
通

じ
て
、抱
え
て
い
る
気
持
ち
の

相
談
や
ひ
き
こ
も
り
の
状
態

へ
の
正
し
い
理
解
等
を
学
ぶ

こ
と
を
目
的
と
し
た
「
当
事

者
・
家
族
向
け
対
話
交
流
会
」

の
ほ
か
、誰
も
が
安
心
し
て
自

分
ら
し
く
暮
ら
せ
る
ま
ち
を

実
現
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、幅
広
く
区
民
を
対
象
に
ひ

き
こ
も
り
の
現
状
を
知
り
、地

域
で
で
き
る
こ
と
を
考
え
る

「
区
民
向
け
講
演
会
」
を
実

施
し
て
い
る
。

江
戸
川
区
で

は
、
区
民
一
人

ひ
と
り
が
、
ひ

き
こ
も
り
の
状

態
に
あ
る
人
や

そ
の
家
族
等
の

状
況
を
自
分
事

と
し
て
と
ら
え

て
、
ひ
き
こ
も

り
の
状
態
に
あ

る
人
や
そ
の
家

族
等
に
寄
り
添
い
、
そ
の
家

族
を
含
め
た
誰
も
が
自
分
ら

し
く
生
き
る
こ
と
が
で
き
る

ま
ち
を
実
現
す
る
た
め
、
令

和
５
年
11
月
、「
ひ
き
こ
も

り
の
状
態
に
あ
る
人
や
そ
の

家
族
等
へ
の
サ
ポ
ー
ト
推
進

条
例
」
を
制
定
し
た
。

ま
た
、
昨
年
度
は
、
ひ
き

こ
も
り
支
援
と
し
て
、
同
区

19
部
署
の
連
携
強
化
を
進
め

る
た
め
「
ひ
き
こ
も
り
支
援

連
携
会
議
」
や
学
識
経
験

ひきこもりサポート推進条例ひきこもりサポート推進条例

ともに自分らしく暮らせるまちを

者
、
ひ
き
こ
も
り
支
援
専
門

家
、
ひ
き
こ
も
り
経
験
者
や

そ
の
家
族
な
ど
を
構
成
員
と

し
た
「
ひ
き
こ
も
り
支
援
協

議
会
」
を
設
置
し
た
。

令
和
3
年
度
に
実
施
し
た

「
ひ
き
こ
も
り
実
態
調
査
の

未
回
答
世
帯
に
対
し
て
、
ひ

き
こ
も
り
支
援
に
関
す
る
調

査
を
行
う
な
ど
、
繋
が
り
を

基
本
と
し
た
支
援
を
行
っ
て

い
る
。

エドガワ　ビア　プロジェクト

仮想空間の居場所のイメージ画面
（画像：江戸川区ホームページから）
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第
180
回
産
業
経
済
委
員
会

産
業
経
済
委
員
会
（
委
員

長
＝
小
山
田
邦
弘
姶
良
市
議

会
議
長
）
は
７
月
８
日
、
全

国
都
市
会
館
で
第
１
８
０
回

委
員
会
を
開
催
し
、
要
望
書

を
決
定
し
た
。

小
山
田
委
員
長
は
冒
頭
あ

い
さ
つ
で
、
農
林
水
産
業
・

中
小
企
業
の
振
興
を
は
じ
め

委
員
会
の
所
管
事
項
を
め
ぐ

る
課
題
の
解
決
に
向
け
て
強

く
要
望
し
て
い
く
必
要
性
を

強
調
し
た
。
ま
た
、
同
委
員

会
担
当
の
垣
内
廣
明
副
会
長

小山田産業経済委員長
（姶良市）

（
丹
波
市
議
会
議
長
）
か
ら

も
あ
い
さ
つ
が
あ
っ
た
。

当
日
の
委
員
会
で
決
定
し

た
要
望
書
は
、
農
林
水
産
業

や
中
小
企
業
振
興
対
策
な
ど

に
関
す
る
７
項
目（
左
掲
、全

文
は
本
会
ウ
ェ
ブ
掲
載 

）。

鈴木農林水産副大臣に要望（左から2人目）

農
林
水
産
業
・中
小
企
業
支
援
求
め
る

１  

農
林
水
産
業
共
通
対
策

経
営
支
援
対
策
の
充
実
強

化
で
は
、
一
層
の
農
林
水
産

事
業
者
の
資
金
繰
り
対
策
を
、

担
い
手
の
育
成
・
確
保
で
は
、

農
林
水
産
業
の
持
続
的
か
つ

健
全
な
発
展
の
た
め
担
い
手

の
育
成
・
確
保
対
策
の
推
進

な
ど
を
要
望
し
て
い
る
。

２ 

農
業
振
興
対
策

経
営
支
援
対
策
の
充
実
強

化
で
は
、
必
要
財
源
の
確
保

等
を
、
農
業
の
持
続
的
な
発

展
に
関
す
る
施
策
の
推
進
で

は
、
ス
マ
ー
ト
農
業
の
活
用

や
農
業
Ｄ
Ｘ
の
推
進
な
ど
を

要
望
し
て
い
る
。

３ 

林
業
振
興
対
策

森
林
経
営
管
理
制
度
の
円

滑
な
運
用
に
係
る
支
援
で
は
、

市
町
村
の
林
務
担
当
者
の
育

成
・
確
保
を
図
る
仕
組
み
の

確
立
、
そ
の
他
、
森
林
整
備

に
よ
る
防
災
・
減
災
対
策
の

推
進
な
ど
を
要
望
し
て
い
る
。

４ 

水
産
業
振
興
対
策

水
産
業
の
持
続
的
な
発
展

に
関
す
る
施
策
の
推
進
で
は
、

漁
業
者
に
対
す
る
経
営
支
援

策
の
強
化
、
そ
の
他
、
日
本

産
水
産
物
の
輸
入
の
全
面
停

止
措
置
の
撤
廃
な
ど
を
要
望

し
て
い
る
。

５ 

食
の
安
全
及
び

消
費
者
の
信
頼
確
保
対
策

輸
入
食
材
等
の
安
全
確
保

で
は
、
一
層
の
監
視
と
検
査

体
制
の
充
実
強
化
な
ど
を
要

望
し
て
い
る
。

６ 

中
小
企
業
振
興
対
策
等

物
流
業
・
建
設
業
の
２
０

２
４
問
題
で
は
、
ド
ラ
イ

バ
ー
等
の
賃
金
水
準
向
上
、

物
流
の
効
率
化
や
商
慣
行
の

改
善
、
建
設
業
に
お
け
る
生

産
性
向
上
の
取
り
組
み
な
ど

を
要
望
し
て
い
る
。

７ 

資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
高
騰
へ

の
対
策
で
は
、電
気・ガ
ス
等

の
安
定
供
給
と
公
共
料
金
へ

の
補
助
・
給
付
等
の
支
援
や

特
別
措
置
を
講
じ
る
こ
と
な

ど
を
要
望
し
て
い
る
。

ま
た
、
委
員
会
で
は
、

農
林
水
産
省
の
河
村
仁
大

臣
官
房
政
策
課
長
が
「
食

料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
改

正
の
ポ
イ
ン
ト
」、
経
済

産
業
省
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー

庁
の
日
暮
正
毅
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
・
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

部
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
課
長
が

「
今
後
の
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
政
策
に
つ
い
て
」、

同
庁
の
横
手
広
樹
電
力
・

ガ
ス
事
業
部
放
射
性
廃
棄
物

対
策
課
長
が「
最
終
処
分
の
実

現
に
向
け
た
取
組
に
つ
い
て
」

と
題
し
説
明
し
た
。

委
員
会
終
了
後
、
小
山
田

委
員
長
、
中
村
浩
二
副
委
員

長
（
沼
田
市
議
会
議
長
）、
西

村
泰
一
副
委
員
長（
須
崎
市
議

会
議
長
）は
鈴
木
憲
和
農
林
水

産
副
大
臣
、青
山
豊
久
林
野
庁

長
官
、森
健
水
産
庁
長
官
等
に

面
談
し
、
要
望
し
た
。

１　農林水産業共通対策
① 経営支援対策の充実強化
② 持続的な発展に関する施策の

推進
③ 担い手の育成・確保
④ 野生鳥獣等による農林水産物

被害防止対策の充実強化
⑤ TPP等関連施策の実施と予

算措置
⑥ 原子力発電所事故に伴う各

国・地域の輸入規制の緩和・撤
廃

⑦ 災害からの早期復旧のための
支援

2	 農業振興対策
① 経営支援対策の充実強化
② 農業農村整備事業関連予算

の安定的確保
③ 農業の持続的な発展に関す

る施策の推進
④ 食料自給率向上、国産農産

物の消費拡大に資する施策
の推進

⑤ 畜産・酪農等の経営安定対
策の充実強化

3	 林業振興対策
① 林業の持続的な発展に関す

る施策の推進
② 森林経営管理制度の円滑な

運用に係る支援
③ 森林整備の拡充

④ 森林整備による防災・減災対
策の推進

4	 水産業振興対策
① 水産業の持続的な発展に関

する施策の推進
② 日本産水産物の輸入の全面

停止措置等
③ 外国漁船対策
④ 海洋ごみ対策
５	 食の安全及び消費者の信頼確
保対策
① 食の安全性確保への取組
② 輸入食材等の安全確保
③ 消費者安心・安全確保対策の

推進
６	 中小企業振興対策等
① 中小企業への支援
② 地域経済の活性化のための

経済対策の推進
③ 地域資源の活用促進
④ 地域商業の振興
⑤ 物流業・建設業の2024問題
⑥ 災害からの早期復旧のための

支援
７	 資源・エネルギー対策
① エネルギー価格高騰への対策
② 脱炭素社会関連施策等の推進
③ 太陽光発電施設の設置に関

する法整備
④ 原子力発電の安全確保等

産業経済委員会要望事項産業経済委員会要望事項

垣内副会長
（丹波市）

https://www.si-gichokai.jp/request/request-iin/keizai/index.html
https://www.si-gichokai.jp/request/request-iin/keizai/index.html
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基
地
交
付
金

調
整
交
付
金
増
額
確
保
へ
向
け
要
望

第
109
回
理
事
会
・
情
報
連
絡
会
・
要
望
活
動

全
国
市
議
会
議
長
会
基
地
協
議
会
（
会
長
＝
新
田
寛
之
小
松
市
議
会
議
長
）
は
７
月
９

日
、都
市
セ
ン
タ
ー
ホ
テ
ル
で
第
１
０
９
回
理
事
会
を
開
催
。
基
地
交
付
金・調
整
交
付
金

の
増
額
確
保
な
ど
を
求
め
る
要
望
書
を
決
定
し
た
。
翌
10
日
に
は
基
地
関
係
国
会
議
員
と

の
情
報
連
絡
会
を
開
催
し
、
終
了
後
に
は
関
係
省
庁・国
会
議
員
へ
要
望
活
動
を
行
っ
た
。

新田会長
（小松市）

新
田
会
長
は
冒
頭
あ
い
さ

つ
で
、「
令
和
７
年
度
が
固
定

資
産
税
の
評
価
替
え
の
翌
年

度
で
３
年
に
一
度
の
基
地
交

付
金
・
調
整
交
付
金
の
増
額

確
保
の
年
度
に
あ
た
る
こ
と

か
ら
、
両
交
付
金
の
増
額
確

保
、
ま
た
基
地
周
辺
対
策
経

費
の
所
要
額
を
確
保
す
る
た

め
、
本
協
議
会
が
一
致
団
結

し
力
強
い
要
望
活
動
を
展
開

し
て
い
く
こ
と
が
何
よ
り
重

要
で
あ
る
」
と
述
べ
、
要
望

活
動
へ
の
支
援
・
協
力
を
求

め
た
。

理
事
会
で
は
、
基
地
対
策

関
係
施
策
の
充
実
強
化
に
関

す
る
要
望
（
案
）
を
原
案
通

り
決
定
。

要
望
書
で
は
、
重
点
要
望

と
し
て
①
基
地
交
付
金
・
調

整
交
付
金
（
総
務
省
所
管
）

の
増
額
確
保
等
②
基
地
周
辺

対
策
経
費
（
防
衛
省
所
管
）

基地協　重点要望項目（概要）基地協　重点要望項目（概要）
１ 基地交付金 ･ 調整交付金（総務省所管）の増

額確保等
令和 7 年度は固定資産税の評価替えの翌年

度に当たるため、基地交付金・調整交付金を
増額すること

２ 基地周辺対策経費（防衛省所管）の所要額確
保等
⑴ 適用基準の緩和と基地周辺対策経費の所要

額確保、特に、特定防衛施設周辺整備調整
交付金の所要額確保

⑵ 防衛施設における物品等の地元調達促進、
地元企業の受注機会の確保、地元消費の奨励

⑶ 在日米軍再編に伴い負担増となる関係市町
村への十分な支援措置

⑷ オスプレイ運用の安全確保策の遵守と、関
係市町村に対し十分な説明及び情報提供

⑸ 防衛力整備計画に基づき基地の機能・運用
等の変更を検討する場合、関係市町村の実
情及び地域の意見に十分配慮すること

の
所
要
額
確
保
等
―
を
掲
げ

て
い
る
ほ
か
、
基
地
対
策
関

係
施
策
の
充
実
強
化
に
関
す

る
要
望
と
し
て
、
地
方
財
政

措
置
の
拡
充
、
障
害
防
止
事

業
の
充
実
強
化
を
要
望
。
新

規
の
要
望
と
し
て
有
機
フ
ッ

素
化
合
物（
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ・Ｐ
Ｆ

Ｏ
Ａ
）
対
策
の
推
進
な
ど
個

別
施
策
ご
と
に
具
体
的
な
事

項
を
要
望
し
て
い
る
（
全
文

は
本
会
ウ
ェ
ブ
掲
載 

）。

新
田
会
長
は
出
席
者
へ
地

元
選
出
国
会
議
員
な
ど
へ
の

要
望
活
動
を
呼
び
か
け
、
翌

10
日
に
は
正
副
会
長
・
相
談

役
に
よ
る
要
望
活
動
を
行
う

こ
と
を
報
告
し
た
。

ま
た
、
会
議
で
は
講
師
説

明
が
あ
り
、
総
務
省
自
治
税

務
局
固
定
資
産
税
課
の
小
野

寺
徹
理
事
官
が
「
基
地
交
付

金
・
調
整
交
付
金
の
現
状
と

課
題
」、防
衛
省
地
方
協
力
局

の
村
井
勝
総
務
課
長
が
「
令

和
６
年
度
予
算
基
地
周
辺
対

策
経
費
」
と
題
し
、
両
省
の

基
地
関
係
予
算
の
現
状
と
課

題
に
つ
い
て
説
明
を
行
っ
た
。

10
日
に
海
運
ク
ラ
ブ
で
開

催
さ
れ
た
基
地
関
係
国
会
議

員
と
の
情
報
連
絡
会
で
は
、

基
地
協
議
会
の
要
望
事
項
な

ど
に
つ
い
て
国
会
議
員
と
正

基地協

古屋衆議院
総務委員長

黄川田自民党
国防部会長

新田会長
（小松市）

和田自民党防衛施設
議連幹事

小泉衆議院
安全保障委員長

寺田自民党
総務会長代理

第
109
回
理
事
会

基
地
関
係
国
会
議
員

と
の
情
報
連
絡
会

副
会
長・監
事・相
談
役
が
意

見
交
換
会
を
行
っ
た
（
出
席

国
会
議
員
（
敬
称
略
）
を
７

面
掲
）。

冒
頭
、
新
田
会
長
の
あ
い

さ
つ
に
続
い
て
、
基
地
対
策

関
係
予
算
の
所
要
額
確
保
な

ど
理
事
会
で
決
定
し
た
要
望

の
う
ち
重
点
要
望
に
つ
い
て

要
望
陳
述
を
行
っ
た
。

意
見
交
換
で
は
、
出
席
市

町
か
ら
国
会
議
員
に
対
し
▽

地
方
隊
の
防
衛
大
臣
直
轄
部

隊
と
し
て
の
維
持
▽
基
地
交

付
金
の
増
額
、
再
編
関
連
訓

練
等
交
付
金
（
定
額
交
付

分
）
の
増
額
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送

受
信
料
助
成
制
度
の
継
続
と

有
機
フ
ッ
素
化
合
物
（
Ｐ
Ｆ

【
７
面
へ
続
く
】
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の
創
設
▽
有
機
フ
ッ
素
化
合

物
（
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ・Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
）

の
も
た
ら
す
影
響
の
検
証
と

地
方
自
治
体
が
行
う
検
査
へ

の
国
に
よ
る
支
援
―
な
ど
に

関
す
る
要
望
が
あ
り
、
活
発

な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

【
出
席
国
会
議
員（
敬
称
略
）】

古
屋
範
子
衆
議
院
総
務
委
員

長
、小
泉
進
次
郎
衆
議
院
安
全

保
障
委
員
長
、黄
川
田
仁
志
自

由
民
主
党
国
防
部
会
長
、和
田

義
明
同
党
防
衛
施
設
問
題
に

関
す
る
議
員
連
盟
幹
事
、寺
田

稔
同
党
総
務
会
長
代
理

【
要
望
先
（
敬
称
略
）】
江
島

潔
自
由
民
主
党
副
幹
事
長
、

Ｏ
Ｓ・Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
）の
定
期
的

な
検
査
の
継
続
と
汚
染
防
止

対
策
▽
駐
屯
地
に
お
け
る
老

朽
化
し
た
施
設
の
早
期
再
整

備
▽
北
海
道
の
自
衛
隊
の
体

制
の
維
持
・
充
実
▽
防
衛
生

産
基
盤
強
化
法
の
関
係
予
算

へ
艦
船
修
理
に
特
化
し
た
枠

江島自民党副幹事長に要望（右から6人目）

松本総務大臣に要望（左から6人目）

小野田参議院外交防衛委員長に要望（右から5人目）

松本防衛大臣政務官に要望（中央）

松
本
剛
明
総
務
大
臣
、
小
野

田
紀
美
参
議
院
外
交
防
衛
委

員
長
、
松
本
尚
防
衛
大
臣
政

務
官

【
要
望
参
加
者
（
敬
称
略
）】

▽
会
長
＝
新
田
寛
之
（
小
松

市
）
▽
副
会
長
＝
萩
原
太
郎

（
福
島
市
）、
中
村
純
也
（
裾

要

望

活

動

10
日
の
情
報
連
絡
会
終
了

後
、正
副
会
長・相
談
役
は
関

係
省
庁
・
国
会
議
員
に
対
し

要
望
活
動
を
実
施
し
た
。

野
市
）、石
原
日
出
子
（
和
泉

市
）、田
口
裕
士
（
岡
山
市
）、

阿
萬
誠
郎（
宮
崎
県
新
富
町
）

▽
相
談
役
＝
坂
野
智
（
千
歳

市
）、古
内
明
（
相
模
原
市
）、

大
野
忠
之
（
横
須
賀
市
）、桑

原
敏
幸
（
岩
国
市
）、林
健
二

（
佐
世
保
市
）
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向
に
あ
り
、
５
月

８
日
か
ら
６
月
７

日
ま
で
販
売
さ
れ

た
直
近
の
「
ド

リ
ー
ム
ジ
ャ
ン
ボ

宝
く
じ
」
の
売
上

げ
も
前
年
比
35
億

円
（
９
％
減
）
の

３
４
３
億
円
と
減

少
し
て
い
る
。

近
年
は
宝
く
じ
の
売
上
げ

向
上
の
た
め
に
ネ
ッ
ト
販
売

を
行
っ
て
お
り
、
地
方
財

源
の
一
助
と
な
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
て
い
る
。

サ
マ
ー

ジ
ャ
ン
ボ
宝

く
じ
の
販
売

が
７
月
８
日

㈪
か
ら
は
じ

ま
っ
た
。
1

等
の
当
せ
ん
金
額
は
前
後
賞

合
わ
せ
て
７
億
円
。
販
売
期

間
は
８
月
８
日
㈭
ま
で
。

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

市　章

【
市
の
概
要
】

▽
人
口　
37
万
７
４
２
０
人

（
令
和
６
年
６
月
１
日
）

▽
面
積　
１
１
３・82
㎢

▽
歴
史
・
沿
革　
平
安
時
代
、

尾
張
の
国
の
一
の
宮
が
市
内

の
真
清
田
神
社
で
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、
こ
の
地
域
を
「
い

ち
の
み
や
」
と
称
す
る
よ
う

に
な
る
。
古
く
か
ら
繊
維
の

ま
ち
と
し
て
栄
え
、
現
代
で

は
テ
キ
ス
タ
イ
ル
産
地
と
し

て
発
展
。
高
速
道
路
や
主
要

幹
線
道
路
が
接
続
し
、
市
中

心
部
を
走
る
鉄
道
の
高
架
化

等
に
よ
り
交
通
の
円
滑
化
を

図
る
。

平
成
17
年
４
月
に
２
市
１
町

で
合
併
、
平
成
26
年
5
月
に

市
役
所
本
庁
舎
完
成
、
令
和

３
年
４
月
に
中
核
市
へ
移
行
、

同
年
９
月
に
市
制
１
０
０
周

年
を
迎
え
た
。

▽
シ
ン
ボ
ル　
「
真
清
田
神

社
の
真
清
の
鏡
（
五
鈴
鏡
）

を
図
案
化
し
、
中
央
の
鈕
で

一
宮
の
「
一
」
を
、
五
鈴
で

「
宮
」
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。

【
議
会
の
概
要
】

▽
議
員
定
数　
38
人
（
男
性

28
人
、
女
性
10
人
）

▽
前
回
選
挙　
令
和
５
年
４

月
23
日
立
候
補
49
人
（
投
票

率
39・15
％
）

▽
議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス　
次
世

代
を
担
う
子
供
た
ち
が
政
治

に
関
し
興
味
を
持
つ
よ
う
小

学
生
に
対
し
議
場
見
学
を
開

催
。ま
た
、明
る
く
開
か
れ
た

議
会
を
目
指
す
た
め
、
軽
度

難
聴
者
向
け
の
補
聴
器
の
貸

出
し
に
加
え
、
令
和
６
年
か

ら
は
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
音
声

を
文
字
化
す
る
自
動
反
訳
シ

駅前の七夕まつり吹き流し（写真提
供＝一宮市）

本
市
は
、
愛
知
県
の
北
西

部
、
濃
尾
平
野
の
ほ
ぼ
中
央

に
位
置
し
、
木
曽
川
の
清
流

に
恵
ま
れ
た
自
然
豊
か
な
ま

ち
で
す
。
伝
統
あ
る
織
物
産

地
と
し
て
こ
の
地
域
の
名
称

「
尾
州
」
は
、毛
織
物
の
世
界

三
大
産
地
の
一
つ
と
し
て
海

外
か
ら
も
注
目
さ
れ
、
尾
州

テ
キ
ス
タ
イ
ル
の
魅
力
の
発

信
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。　

ま
た
、
７
月
に
は
日
本
三

大
七
夕
ま
つ
り
の
「
お
り
も

の
感
謝
祭
一
宮
七
夕
ま
つ

り
」、
９
月
に
は
戦
国
武
将・

山
内
一
豊
出
生
の
地
に
ち
な

ん
だ「
一
豊
ま
つ
り
」な
ど
多

数
催
事
も
ご
ざ
い
ま
す
。
ぜ

ひ
一
宮
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

一宮市
ICHINOMIYA CITY

い ち の み や し

議
長
の
話

議
長
の
話

一

宮

市

副
会
長
市
紹
介

第2回第 2回

竹山 聡 議長

ス
テ
ム
を
導
入
し
、
聞
き
と

り
づ
ら
い
方
が
会
議
内
容
を

目
で
確
認
で
き
る
モ
ニ
タ
ー

を
傍
聴
席
に
設
置
。

販売開始販売開始
収益は自治体財源に収益は自治体財源に

７月８日 (月) ８月８日 (木)か
ら

は
、
秋
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ

ン
ボ
宝
く
じ
と
と
も
に
「
市

町
村
振
興
宝
く
じ
」
と
し
販

売
さ
れ
、売
上
金
の
う
ち
35
％

（
令
和
５
年
度
）
が
収
益
金

と
な
り
、
市
区
町
村
の
貴
重

な
自
主
財
源
と
し
て
、
様
々

な
公
益
事
業
に
活
用
さ
れ
て

い
る
。

売
上
金
は
近
年
減
少
傾

➡

宝くじ
公式サイト
★★
★★★

市区町村の振興を目的とし
て販売される「サマージャンボ
宝くじ」について、貴市区議会
におかれても、市区長部局と連
携いただき、売上額の向上に
つながる取組について、格別
のご高配をお願いします。

市町村振興宝くじの売上額推移

※令和4年度より、通年販売されているインターネッ
ト専用くじ「クイックワン」のうち、8・9月分が市
町村振興宝くじとされた。

※端数処理の都合により合計が一致しない場合がある。

（単位：億円）

（全国市町村振興協会資料をもとに本会作成）

1,257 1,002
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1,598

1,284

1,109

■ サマー
■ クイックワン
　(8 ～ 9 月分 )
■ ハロウィン　
　（旧オータム）
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